
【 様式１】

市区町村名 ： 

学校種： 

入力項目 国公私立別： 

選択項目 学校名 ： 

平成３０年度の武道の授業開始（予定）時期 ： 　月

第１学年 第２学年 第３学年

① 柔道 0 0 0

② 剣道 0 0 0

③ 相撲 0 0 0

④ 空手道 0 0 0

⑤ なぎなた 0 0 0

⑥ 弓道 0 0 0

⑦ 合気道 0 0 0

⑧ 少林寺拳法 0 0 0

⑨ 銃剣道 0 0 0

⑩ 0 0 0

備　　考

① この種目を指導できる教師を確保できるため

② この地域で伝統的に愛好されているため

③ 地域の指導者の協力が得られるため

④ 従前からこの種目を実施しているため

⑤ その他（具体的な理由を備考に記入）

備　　考

武道指導に関する状況調査 （調査票）

問１　平成３０年度に取り扱う（予定含む）各学年の武道種目に配当する時間数について回答ください。（取り扱わ
ない種目は「0」）

問２　問１の種目を選択した理由について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

その他の武道（具体的な種目名を備考に
記入）
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① 学校が選択した複数種目をすべての生徒に履修させている

② 学校が提示した複数種目から生徒が選択して履修できるようにしている

③ その他（具体的な指導形態を備考に記入）

備　　考

保健体育科教
師（複数も含む）
のみで授業を実
施

保健体育科教
師と他教科の教
師（管理職を含
む）で実施

保健体育科教
師と外部指導者
が協力して実施

その他
（具体的な指導
体制を備考イに
記入）

① 柔道

② 剣道

③ 相撲

④ 空手道

⑤ なぎなた

⑥ 弓道

⑦ 合気道

⑧ 少林寺拳法

⑨ 銃剣道

⑩
その他の武道（具体的な
種目名を備考アに記入）

備　　考　　ア

備　　考　　イ

第１学年 第２学年 第３学年

①

② 男女別習

③ その他（具体的な指導形態を備考に記入）

備　　考

問３　問１で複数種目を回答した場合、指導形態について該当するものを選んでください。（問１で複数種目回答し
ていない場合は回答不要）

男女共習（場面によって、男女別に組んで
行う等の配慮を含む）

問４　問１の種目の指導体制について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

問５　武道の授業における男子生徒及び女子生徒に対する指導形態について、各学年該当するものを選んでくださ
い。
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① はい →問８へ

② いいえ

① はい

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

① はい

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

① はい

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

※問６～１０については、事務連絡【別添】「武道の指導体制にかかる確認事項」に基づいて、調査いたします。

②安全用具（柔道：衝撃を和らげるマット等）の活用

問６　平成３０年度に武道の授業を開始する時点において、一定の指導歴や研修受講歴を持った教師が指導でき
る体制になっていますか。

問７　問６で「いいえ」と回答した場合、適切な外部指導者の協力を得ることになっていますか。

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

問８　３年間を見通した上で、学習段階や個人差を踏まえ、段階的な指導を行うなど安全の確保に十分に留意し
た計画となっていますか。

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

問９　施設設備及び用具の安全は確保されていますか。

①一定の指導歴や研修受講歴を持たない教師に対
する研修機会の確保

②外部指導者の協力を得る

③一定の指導歴や研修受講歴を持った教師の配置

③外部指導者によるアドバイスを受ける

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

①安全に行うための基本指導（柔道：受け身等）の充
実

②指導で扱う技や時期の検討

①不具合のある施設設備の改善
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① はい

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

① 学校全体での安全管理、事故防止の取組で役立った

② 保健体育授業の担当教師の授業研究で役立った

③ 部活動顧問の指導、安全管理の取組で役立った

④ 掲載内容は既に実践しているため役立たなかった

⑤ 今後活用する予定

① 死亡事故 0 件

② 重度の障害事故（※） 0 件

※ 重度の障害事故とは、日本スポーツ振興センター災害給付における障害等級１級から３級に該当するものとします。

（参考）https://www.jpnsport.go.jp/anzen/saigai/seido/tabid/790/Default.aspx

① 施設・設備（道具も含む）の充実

② 保健体育科教師の指導力

③ 外部指導者の選定

④ 外部指導者とのコミュニケーション（打合せ時間の不足も含む）

⑤ 生徒の興味関心

⑥ 安全への配慮

⑦ 学習内容の体系化

⑧ その他（具体的な課題を備考に記入）

備　　考

※問７～問１０で回答した今後講ずべき改善の方向性については、今年度の授業実施までに手立てを講ずるようお
願いいたします。

①事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整
備

②会議等を活用した関係者間での認識の共有

問１１　平成２６年４月に各学校に配布し、校内研修等で活用を要請している「学校における体育活動中の事故
防止のための映像資料」について、貴校で活用された感想等で該当するものを選択してください。（④⑤以外は複数
選択可）

問１２　平成２９年度の武道の授業における事故の発生状況について件数を回答ください。（発生していなければ「0」）

問１３　武道の授業を実施する上で、課題だと感じていることについて、該当するものを選んでください。（複数回答
可）

問１０　事故が発生した場合の応急処置や緊急連絡体制など、対処方法について関係者間で認識を共有してい
ますか。

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

4 / 8



【 様式１】

市区町村名 ： 

学校種： 

入力項目 国公私立別： 

選択項目 学校名 ： 

平成３０年度の武道の授業開始（予定）時期 ： 5 　月

第１学年 第２学年 第３学年

① 柔道 6 6 6

② 剣道 0 0 0

③ 相撲 0 0 0

④ 空手道 6 6 6

⑤ なぎなた 0 0 0

⑥ 弓道 0 0 0

⑦ 合気道 0 0 0

⑧ 少林寺拳法 0 0 0

⑨ 銃剣道 0 0 0

⑩ 0 0 0

備　　考

① この種目を指導できる教師を確保できるため ○

② この地域で伝統的に愛好されているため

③ 地域の指導者の協力が得られるため ○

④ 従前からこの種目を実施しているため

⑤ その他（具体的な理由を備考に記入）

備　　考

武道指導に関する状況調査 （調査票）

○○市

中学校／義務教育学校
後期課程／中等教育学

公立

△△中学校

問１　平成３０年度に取り扱う（予定含む）各学年の武道種目に配当する時間数について回答ください。（取り扱わ
ない種目は「0」）

その他の武道（具体的な種目名を備考に
記入）

問２　問１の種目を選択した理由について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

5 / 8



① 学校が選択した複数種目をすべての生徒に履修させている ○

② 学校が提示した複数種目から生徒が選択して履修できるようにしている

③ その他（具体的な指導形態を備考に記入）

備　　考

保健体育科教
師（複数も含む）
のみで授業を実
施

保健体育科教
師と他教科の教
師（管理職を含
む）で実施

保健体育科教
師と外部指導者
が協力して実施

その他
（具体的な指導
体制を備考イに
記入）

① 柔道 ○

② 剣道

③ 相撲

④ 空手道 ○

⑤ なぎなた

⑥ 弓道

⑦ 合気道

⑧ 少林寺拳法

⑨ 銃剣道

⑩
その他の武道（具体的な
種目名を備考アに記入）

備　　考　　ア

備　　考　　イ

第１学年 第２学年 第３学年

① ○ ○ ○

② 男女別習

③ その他（具体的な指導形態を備考に記入）

備　　考

問４　問１の種目の指導体制について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

問５　武道の授業における男子生徒及び女子生徒に対する指導形態について、各学年該当するものを選んでくださ
い。

男女共習（場面によって、男女別に組んで
行う等の配慮を含む）

問３　問１で複数種目を回答した場合、指導形態について該当するものを選んでください。（問１で複数種目回答し
ていない場合は回答不要）
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① はい ○ →問８へ

② いいえ

① はい

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

① はい ○

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

① はい

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答） ○

○

②外部指導者の協力を得る

③一定の指導歴や研修受講歴を持った教師の配置

問８　３年間を見通した上で、学習段階や個人差を踏まえ、段階的な指導を行うなど安全の確保に十分に留意し
た計画となっていますか。

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

①安全に行うための基本指導（柔道：受け身等）の充
実

②指導で扱う技や時期の検討

③外部指導者によるアドバイスを受ける

問９　施設設備及び用具の安全は確保されていますか。

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

①不具合のある施設設備の改善

②安全用具（柔道：衝撃を和らげるマット等）の活用

①一定の指導歴や研修受講歴を持たない教師に対
する研修機会の確保

※問６～１０については、事務連絡【別添】「武道の指導体制にかかる確認事項」に基づいて、調査いたします。

問６　平成３０年度に武道の授業を開始する時点において、一定の指導歴や研修受講歴を持った教師が指導でき
る体制になっていますか。

問７　問６で「いいえ」と回答した場合、適切な外部指導者の協力を得ることになっていますか。

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）
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① はい ○

② いいえ（今後講ずべき改善の方向性について回答）

① 学校全体での安全管理、事故防止の取組で役立った ○

② 保健体育授業の担当教師の授業研究で役立った

③ 部活動顧問の指導、安全管理の取組で役立った ○

④ 掲載内容は既に実践しているため役立たなかった

⑤ 今後活用する予定

① 死亡事故 0 件

② 重度の障害事故（※） 0 件

※ 重度の障害事故とは、日本スポーツ振興センター災害給付における障害等級１級から３級に該当するものとします。

（参考）https://www.jpnsport.go.jp/anzen/saigai/seido/tabid/790/Default.aspx

① 施設・設備（道具も含む）の充実 ○

② 保健体育科教師の指導力

③ 外部指導者の選定 ○

④ 外部指導者とのコミュニケーション（打合せ時間の不足も含む）

⑤ 生徒の興味関心

⑥ 安全への配慮 ○

⑦ 学習内容の体系化

⑧ その他（具体的な課題を備考に記入）

備　　考

問１３　武道の授業を実施する上で、課題だと感じていることについて、該当するものを選んでください。（複数回答
可）

今後講ずべき改善の方向性について、該当するものを選んでください。（複数回答可）

①事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整
備

②会議等を活用した関係者間での認識の共有

※問７～問１０で回答した今後講ずべき改善の方向性については、今年度の授業実施までに手立てを講ずるようお
願いいたします。

問１１　平成２６年４月に各学校に配布し、校内研修等で活用を要請している「学校における体育活動中の事故
防止のための映像資料」について、貴校で活用された感想等で該当するものを選択してください。（④⑤以外は複数
選択可）

問１２　平成２９年度の武道の授業における事故の発生状況について件数を回答ください。（発生していなければ「0」）

問１０　事故が発生した場合の応急処置や緊急連絡体制など、対処方法について関係者間で認識を共有してい
ますか。
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